
紹

介

　
⑳
勝
尾
寺
文
書
　
箋
　
　
　
　
　
大
阪
府
編

　
大
阪
府
三
島
郡
豊
川
村
の
浅
井
勝
尾
寺
は
寺
傳
に
依
れ
ば
聖
武

天
皇
の
御
代
の
開
創
に
か
、
り
、
清
和
濃
紫
爾
天
皇
の
行
幸
せ
ら

れ
た
こ
と
は
三
代
實
竣
工
に
も
見
え
て
極
め
て
由
緒
の
古
い
寺
で

あ
る
。
而
も
創
建
以
來
幾
度
か
火
災
に
罹
っ
た
に
拘
は
ら
す
其
の

實
庫
に
は
幸
に
も
古
丈
書
古
記
録
類
の
多
数
を
今
日
ま
で
傳
へ
て

上
は
李
安
朝
よ
り
下
は
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
諸
種
の
貴
重
な

る
史
料
を
襲
藏
も
て
居
る
。
そ
れ
で
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

物
保
存
調
査
會
に
斯
て
は
當
寺
の
古
文
書
類
を
調
査
す
る
こ
と
Σ

し
昨
年
五
月
以
來
、
文
學
士
岸
本
準
二
氏
、
同
誌
丸
幅
藏
氏
に
依

囑
し
て
之
が
整
理
調
査
に
着
手
し
。
今
漸
く
其
の
全
部
を
完
了
し

た
の
で
、
先
づ
其
の
一
部
を
上
梓
し
て
世
に
示
す
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
本
冊
に
牧
む
る
古
文
書
は
最
も
重
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

六
百
四
十
七
通
で
、
こ
れ
ら
は
叢
と
し
て
所
領
に
済
す
る
も
の

で
、
而
も
當
寺
の
所
領
荘
園
は
殆
ん
ど
擁
津
三
島
郡
に
限
ら
れ
、

　
　
　
　
　
溜
　
　
　
介

他
地
方
の
も
の
は
少
い
か
ら
、
寺
領
の
研
究
、
特
に
岡
一
所
領
に

關
す
る
永
い
時
代
の
愛
遷
等
を
研
究
す
る
上
に
大
に
参
考
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
其
他
當
寺
が
朝
廷
の
崇
敬
を
蒙
り
叉
武
家
の
蹄
依

を
受
け
た
こ
と
を
謹
す
る
に
足
る
文
書
も
撒
多
く
あ
る
。
大
阪
府

に
於
て
は
本
寺
の
み
な
ら
す
府
下
の
壁
厚
名
刹
に
就
い
て
其
の
善

言
に
係
る
古
文
書
類
を
追
々
調
査
刊
行
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

吾
人
は
其
の
實
現
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。
（
菊
版

假
五
七
一
頁
、
岡
版
二
〇
、
非
責
晶
）

　
　
囎
淺
聞
文
書
纂
　
　
　
　
淺
間
塞
習
々
務
所
轄

　
嚢
に
『
富
士
の
．
研
究
』
と
題
す
る
鮭
史
全
六
冊
子
刊
行
し
た
淺
間

応
諾
で
は
、
其
の
事
業
の
綴
績
と
し
て
更
に
富
士
山
及
淺
聞
神
里

　
が
セ

に
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
出
版
せ
ん
と
し
、
先
づ
其
の
中
心
た

る
淺
間
紳
肚
に
識
す
る
も
の
を
公
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
『
富

士
の
研
究
』
編
纂
の
際
に
は
諸
方
面
か
ら
多
く
の
史
料
を
蒐
集
し

．
た
が
、
叙
述
の
盤
裁
上
、
そ
れ
ら
の
史
料
の
中
で
は
唯
だ
一
部
分
の

み
を
載
録
し
た
も
の
が
あ
り
、
叉
全
部
載
録
し
な
か
っ
た
も
の
も

あ
っ
て
、
折
角
苦
心
し
て
蒐
集
し
た
も
の
を
何
等
利
用
す
る
と
こ

ろ
無
く
塞
し
く
笹
底
に
牧
饗
し
塗
る
は
頗
る
慧
憾
で
あ
る
か
ら
，

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
谷
　
　
第
三
號
　
　
　
五
　
七
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紹
　
　
　
介

そ
れ
ら
の
史
料
の
全
文
を
世
に
公
に
し
て
、
↓
は
祭
醜
の
乳
突
を

嚢
揚
し
一
は
精
紳
文
化
研
究
の
材
料
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん

と
し
て
此
の
企
が
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
主
任
は
嚢
き

の
四
、
富
士
の
研
究
』
に
編
纂
主
任
謬
り
し
井
野
邊
茂
雄
氏
で
，
先
づ

本
宮
及
び
奮
肚
家
の
所
課
に
か
診
る
文
書
記
録
を
纂
遺
し
て
刊
行

し
、
其
他
の
文
獣
は
他
日
績
編
と
し
て
慢
に
出
だ
す
と
の
こ
と
で

あ
る
。
前
項
紹
介
の
勝
尾
寺
文
書
と
い
ひ
、
本
文
書
纂
と
い
ひ
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

斯
く
の
如
く
古
肚
皮
の
丈
書
類
が
陸
綾
と
し
て
上
梓
さ
れ
る
の
は

學
界
の
駕
め
頗
る
欣
喜
に
堪
へ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
（
菊
間
五
七
四
頁

雲
版
一
六
頁
、
静
岡
乱
漫
闘
紳
祉
々
務
所
嚢
行
、
非
賞
品
）
〔
以
上

松
野
〕

　
　
鯉
イ
ス
ラ
ー
ム
吏
學
に
冠
す
る
二
著

　
切
お
琶
σ
・
の
編
輯
に
成
る
叢
書
同
。
§
冒
護
①
⇔
N
霞
Q
霧
9
飼
剛
9
宏

ム
巳
Ω
霧
。
騎
。
ぎ
雰
剛
○
ご
。
は
、
嚢
に
、
第
一
冊
と
し
て
Ω
●
＜
凶
8

に
属
す
る
も
の
を
上
し
た
が
、
今
や
、
第
二
冊
と
し
て
と
●
ズ
書
』

〉
）
・
註
の
望
。
O
。
診
喜
妻
室
（
一
（
｝
Φ
呈
乙
巨
箆
9
『
。
圃
三

鉱
巴
身
霧
あ
ξ
蒔
碧
け
ρ
切
豊
ぽ
ぢ
O
O
を
刊
行
し
た
。
著
書
は
中

野
生
の
頃
よ
り
、
イ
ブ
ン
。
カ
ル
ド
ウ
ー
ン
の
著
作
に
親
表
し
た

　
　
　
　
　
　
欝
｝
十
乱
ハ
巷
　
轄
復
ユ
雑
酬
　
　
五
｝
入

と
云
ふ
だ
け
に
啓
登
さ
れ
る
所
が
多
か
っ
た
。
序
論
の
他
、
本
文

を
三
部
に
分
け
、
第
一
は
カ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
新
墨
問
の
起
源
と
糧

的
と
し
、
史
的
背
景
、
彼
の
生
涯
と
業
蹟
、
彼
以
前
の
イ
ズ
ラ
ー
ム

，
精
紳
の
嚢
展
、
彼
の
信
仰
と
智
識
、
彼
の
新
墨
問
を
詳
述
し
幾
ん

で
第
二
は
彼
の
史
學
、
第
三
は
彼
の
急
難
學
を
論
評
し
て
居
る
。

そ
の
裡
，
カ
ル
ド
ウ
ー
ン
の
中
心
思
想
と
見
倣
す
べ
き
、
霧
二
丁

（
公
共
心
）
に
就
い
て
は
特
に
仔
細
に
研
討
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

即
ち
、
こ
れ
を
自
然
の
力
と
さ
へ
見
ん
と
し
（
二
〇
頁
）
、
國
家

の
綾
大
、
永
績
と
然
ら
ざ
る
と
は
こ
の
、
霧
豊
幌
の
強
弱
如
何
に

糠
る
と
し
（
｝
五
二
頁
）
、
旦
つ
個
人
の
力
と
の
關
係
（
一
八
＝
、
｝
頁
）

な
ど
を
説
い
て
贋
る
。
倫
、
著
書
は
鵠
ρ
Ω
●
α
o
Q
。
H
弓
⑦
め
佛
課

を
引
用
し
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
屡
々
ア
ラ
ビ
ヤ
原
典
に
比
較
し

て
、
原
意
は
斯
く
あ
る
べ
し
と
示
し
て
居
る
な
ど
，
用
意
の
周
到

な
る
を
思
は
し
め
る
。

　
次
に
、
0
4
0
三
の
ア
ラ
ビ
ヤ
語
の
教
授
U
．
ω
Q
諸
島
お
島
9
首

の
困
し
8
ζ
二
つ
コ
≧
藤
三
。
｝
募
【
〔
三
冬
∫
○
己
・
≦
鈴
ε
い
。
が
公
に

さ
れ
た
．
、
こ
れ
は
一
昨
年
二
月
○
巴
。
［
三
⇔
大
學
に
於
け
る
講
演
を

笑
め
た
も
の
で
、
総
詮
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
歴
史
、
ア
ラ
ビ
ヤ
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